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京丹波町の「安全・安心まちづくり」を支援している
関西大学社会安全学部の取り組みを随時お伝えします

音声告知放送を活用した防災情報発信

★質美地域での取り組み
　2017年6月から、質美地域では、月曜日の朝と夜、関
西大学近藤ゼミの学生が作成した「防災ひとくちメモ」
を、音声告知放送端末を活用してお伝えしています。2週
ごとにコンテンツを入れ替えていく方式で、本年9月には
シリーズ通算60回を超えました。
　地震、台風、土砂災害以外に、交通安全、防犯・防火、
感染症の予防や農機具の点検など、暮らしの安全・安心
に結び付く情報を60秒にまとめて発信しています。
　全国的にも珍しいこの取り組みが、10月から福島県西
郷村でも防災行政無線を活用してスタートします。こちら
も近藤ゼミのメンバーが企画・制作しています。ゆくゆく
は、両自治体の放送原稿を交換して、切磋琢磨できるよ
うにしたいと考えています。

★質美八幡宮の秋祭り
　2017年度から近藤ゼミの学生がおじゃましている質
美地域の秋祭り。今年もうかがいました。
　残念ながら、雨のため山車を曳くことはかないません
でしたが、恒例の餅まきに、歓声があがっていました。
　火の用心ＣＭも撮影させていただきました。

くら し の ガ イ ド

『消費生活相談窓口』 京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。

消費生活に関する連絡・相談先

京丹波町消費生活相談窓口
電　話：０７７１-８２-３８０３
相談日：水・木曜日

南丹市商工課内
電　話：０７７１-６８-０１００
相談日：月・火・金曜日

南丹市の相談窓口も
利用していただけます。

１人で悩まず、
気軽に相談して
ください。

※メールでの相談はお受けしていません。

冬の事故を防ぎましょう
　冬には暖房器具の使用機会が増えるため、身近な製品から火災や事故につなが
る危険が高まります。安全に暮らすための主な注意点を紹介します。

購入する

正しく
使用する

掃除・点検
する

◯ 定期的な掃除や点検で、事故を未然に防ぎましょう。
◯ 火災報知器の点検や取り替えはお済みですか？　<火災報知器の寿命は約10年です>

◯ 誤った使用をしていると、火災や事故などが発生します。
　 製品を使用する前に「取扱い説明書」をよく読んで、正しい使い方と注意点を
　 確認しましょう。

電化製品を使用する上での注意

暖房器具、家電製品などの事故について

石油ストーブ
（石油ファンヒーター）

ガスファンヒーター

電気ストーブ

ゆたんぽ

カセットコンロ

製品 事故例 防止策
１時間に１～２度の換気を行う。

暖房器具の近くに燃えやすいものを置かない。
（スプレー缶も爆発の危険があります）

給油は必ず消火してから。
カートリッジタンクは完全に閉まっているか確認。

ガス栓とガス機器の接続は適正な接続器具を使う。
接続は赤い線まで差し込んでゴム管止めで閉める。

寝るときは必ず暖房器具の電源スイッチを切る。

取り扱い表示の使用方法やレンジ出力および加熱時間を必ず守る。
袋が膨張するなど異常を感じたら冷めるまで扉を開けない。

違和感や熱いと感じたら直ちに使用を中止する。
就寝前に布団の中に入れて、温まったら出すこと。
（「低温やけど」はゆたんぽやこたつ、電気あんか、使い捨てカイロでも起こります）

カセットボンベは正しく装着する。
五徳が裏返しになっていないか確認。
２台並べて使用しない。
コンロ全体を覆うような大きな鍋は使用しない。

一酸化炭素中毒で死亡

洗濯物が落下して火災が発生

給油時に漏れた灯油に引火
して火災が発生

電源スイッチを入れたら
火がつき火災が発生

電気ストーブに布団が触れて出火

電子レンジ加熱式ゆたんぽを
加熱しすぎて破裂してやけど

長時間ゆたんぽを使って
やけど

調理中にカセットボンベが
爆発

◯ 購入する時は、安全性を確認しましょう。
　 ＰＳマーク  がついていますか？　安全な製品についている安全を表すマークです。

　第60回は、「秋祭りで、地域防
災力の強化を！」です。
　歴史ある「京都の祇園祭」は、平安時

代、疫病を退散させるために始まりま

した。その後、富士山の噴火や東北地

方の大津波といった災厄をしずめよう

と、祭りが発展していったと言われてい

ます。

　この祇園祭との関係をしのばせる

「質美八幡宮の秋祭り」が、

10月８日にとりおこなわれ

ます。お祭りは、近隣の縁（え

にし）を確かめる絶好の機会

です。災害が起きた時には、

互いに助け合うパートナーで

もありますので、ぜひみんな

で、交流を深めましょう。

秋祭りにおじゃましま
した

ゆっくり丁寧に読まないと伝わりません。　以下の原稿（第６０回）はちょっと難しめ。　５回ほど、取り直しました！（>_<）
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